
瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
海
を
、
さ
ら
に
静

か
に
見
せ
る
海
苔
網
が
、
島
々
の
段
々
畑

の
よ
う
に
冬
の
豊
か
さ
を
育
む
時
候
に
な

り
ま
し
た
。

本
日
は
平
成
19
年
第
４
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
10
月
に
は
上
島
町
各
地
に
お
い

て
地
域
の
特
色
が
溢
れ
、
先
人
か
ら
の
伝

統
を
大
切
に
受
け
継
い
だ
秋
祭
り
や
文
化

祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
改
め
て
「
我
が
ふ

る
さ
と
」
の
底
力
と
新
た
な
可
能
性
を
含

む
豊
か
な
風
土
を
体
感
い
た
し
ま
し
た
。

９
月
29
日
の
「
上
島
音
楽
祭
」
に
お
い

て
は
、
岩
城
島
で
各
地
域
の
伝
統
芸
能
や

校
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
島
を
わ

た
り
一
堂
に
介
し
た
の
は
長
い
歴
史
上
初

め
て
で
あ
り
、
地
元
の
人
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
様
々
な
彩
り
に
、
先
人
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
石
垣
島
出
身
の
グ
ル
ー
プ

「
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、「
島
」

の
温
か
さ
と
歌
の
楽
し
さ
に
心
を
動
か
さ

れ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
こ
の
音
楽
祭
実

行
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
感
謝
の
言

葉
と
共
に
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
島
の
宝

を
教
え
て
く
れ
た
「
島
人
」
に
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
５
日
に
は
四
国
総
合
通
信
局
に
お

い
て
担
当
職
員
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
・
情

報
通
信
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て
、
同
様
に
16

日
に
は
議
長
及
び
副
議
長
と
共
に
総
務
省

や
財
務
省
に
対
し
て
協
議
と
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
情
報
通
信
の
高
度
化

並
び
に
２
０
１
１
年
に
テ
レ
ビ
電
波
が
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
へ
の
対
応
策
で
あ
り
、

上
島
町
に
お
い
て
は
来
年
４
月
ま
で
に
方

針
を
決
定
す
る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

10
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
全
国

離
島
振
興
協
議
会
が
広
島
県
大
崎
上
島
町

で
開
催
さ
れ
「
平
成
20
年
度
離
島
振
興
関

係
事
業
予
算
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
」
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
20
年
度

の
国
家
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
離
島
振
興

関
係
事
業
予
算
概
算
要
求
額
を
全
額
確
保

す
る
た
め
、
離
島
振
興
対
策
協
議
会
（
離

島
関
係
都
道
県
）
と
全
国
離
島
振
興
協
議

会
が
連
名
で
11
月
１
日
と
28
日
に
離
島

関
係
衆
・
参
国
会
議
員
並
び
に
関
係
省
庁

に
対
し
要
望
し
た
案
で
あ
り
、
12
月
20

日
に
政
府
予
算
原
案
が
内
示
さ
れ
た
後
、

離
島
振
興
対
策
協
議
会
と
合
同
で
、「
離

島
振
興
予
算
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
平

成
20
年
度
の
離
島
振
興
関
係
事
業
予
算
の

獲
得
運
動
を
実
行
し
ま
し
た
。
結
果
と
し

て
厳
し
い
国
家
予
算
の
中
、
離
島
航
路
補

正
予
算
が
昨
年
の
倍
額
に
内
示
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
、
こ
の
運
動
の
成
果
と
考
え
て

い
ま
す
。

10
月
15
日
に
は
、
弓
削
商
船
か
ら
落

合
校
長
先
生
を
は
じ
め
生
徒
の
皆
さ
ん
が

来
庁
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
２
部
門
で
の
文
部
科

学
大
臣
賞
最
優
秀
賞
受
賞
と
い
う
驚
く
べ

き
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
快
挙

は
弓
削
商
船
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
受
賞
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん

に
改
め
て
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、

弓
削
商
船
の
伝
統
の
重
さ
と
継
承
の
大
切

さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
知
事
陳

情
は
10
月
19
日
と
な
り
、
上
島
町
か
ら

「
造
船
振
興
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
」「
県

道
岩
城
循
環
線
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
」

「
立
石
港
周
辺
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
」
ま

た
旧
町
村
４
地
域
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
冒

頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
す
で
に
文
書

で
職
員
並
び
に
議
会
に
も
伝
え
て
お
り
ま

す
が
、
知
事
か
ら
の
地
方
に
目
の
行
き
届

い
た
温
か
い
回
答
と
共
に
、
上
島
町
と
し

て
愛
媛
県
側
に
全
て
を
委
ね
る
の
で
は
な

く
、
地
域
が
意
思
統
一
を
行
い
真
に
必
要

な
要
望
と
し
て
今
ま
で
と
は
違
う
働
き
か

け
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実

も
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

11
月
２
日
に
は
愛
媛
県
か
ら
「
獺
越
地

区
」
の
埋
め
立
て
免
許
が
下
り
、
産
業
振
興

策
に
お
け
る
２
箇
所
目
の
造
船
振
興
用
地

と
し
て
、
雇
用
の
増
加
に
も
寄
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
３
箇
所
目
の
造

船
振
興
用
地
の
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
ま

す
の
で
、
上
島
町
の
経
済
を
牽
引
す
る
重

要
施
策
と
し
て
、
今
後
も
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
い
だ

11
月
20
日
の
地
方
自
治
法
施
行
60
周
年

記
念
式
典
に
お
い
て
、
上
島
町
は
愛
媛
県

で
唯
一
の
町
と
し
て
「
地
方
自
治
功
労
者

総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
行
政
の
運
営
に
創
意

工
夫
し
住
民
の
福
祉
増
進
に
多
大
な
力
を

尽
く
す
と
共
に
、
優
れ
た
施
策
を
実
施
し

地
方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
市
町

村
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
施
策
と
し
て
予
算
承
認
を

い
た
だ
い
た
議
会
や
、
町
民
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
１
日
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
愛
媛

Ｆ
Ｃ
の
最
終
戦
に
上
島
町
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン

と
し
て
参
加
し
、
試
合
会
場
周
り
の
地
元

特
産
品
販
売
な
ど
で
上
島
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に

５
０
０
０
人
を
超
え
る
観
客
の
前
で
披
露

し
た
岩
城
海
原
地
区
の
「
獅
子
舞
」
は
、
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平
成
19
年
上
島
町
議
会
第
4
回
定
例

会
が
12
月
25
日
に
招
集
さ
れ
、「
上
島

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
17
議
案
が
審

議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
は
じ
め
に

上
村
町
長
か
ら
諸
般
の
行
政
報
告
が
あ

り
、
一
般
質
問
の
後
、
17
議
案
が
審
議

さ
れ
、
第
4
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。な

お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報

告
及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
19
年

第
4
回
定
例
会

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告
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軽
快
な
人
の
動
き
と
獅
子
の
優
雅
さ
、
そ

し
て
何
よ
り
縁
起
の
良
さ
で
湘
南
ベ
ル
マ

ー
レ
に
１
点
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
試
合
を

後
半
一
気
に
愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
逆
転
勝
利
へ
と

導
き
ま
し
た
。

10
月
か
ら
12
月
を
中
心
に
、
20
年
度

の
重
要
施
策
の
議
決
や
予
算
獲
得
の
為
上

京
し
、
政
府
や
国
会
議
員
あ
る
い
は
各
省

庁
に
対
し
て
決
議
や
予
算
案
を
携
え
て
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
三
位
一
体
改

革
に
よ
り
税
源
移
譲
額
が
補
助
金
削
減
額

を
上
回
っ
た
の
は
都
市
部
の
12
都
県
に
と

ど
ま
っ
た
よ
う
に
、
今
後
は
地
域
間
格
差

や
税
収
格
差
是
正
が
必
須
で
あ
り
、
政
府

は
「
地
域
活
性
化
本
部
」
を
新
設
す
る
な

ど
地
方
を
重
視
す
る
方
向
を
示
し
て
い
ま

す
が
、「
地
方
交
付
税
」「
交
付
税
特
別
枠
」

「
地
方
再
生
・
活
性
化
対
策
費
」「
法
人
二

税
」「
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
」「
地
方
消

費
税
」「
道
路
特
定
財
源
」「
ふ
る
さ
と
納

税
」「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

等
々
、
懸
案
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
な
要
望
活
動
の
内
容
や
経
過
報
告
に

つ
い
て
は
参
考
資
料
や
上
島
町
Ｈ
Ｐ
、
定

例
議
会
等
で
今
後
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

12
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
、
魚
島
に
縁

の
あ
る
韓
国
の
巨
済
島
を
訪
問
し
、
本
年

５
月
に
来
町
さ
れ
た
愛
光
園
を
は
じ
め
巨
済

市
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
愛
光
園
内
に
あ
る
施
設
に
宿
泊
し
「
オ

ン
ド
ル
」
を
は
じ
め
て
体
験
、
愛
光
園
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
55
周
年
記
念
式
典
で
、

障
害
を
持
っ
た
子
供
達
を
含
む
約
５
０
０

名
の
お
客
様
の
前
で
の
通
訳
を
交
え
た
挨
拶

は
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

魚
島
の
先
人
が
約
１
２
０
年
前
か
ら
昭
和

20
年
ま
で
集
落
を
構
え
て
い
た
旧
助
羅
（
小

魚
島
村
）
や
知
世
浦
地
区
へ
の
訪
問
、
巨

済
市
役
所
で
の
会
議
や
大
宇
造
船
所
で
の

研
修
な
ど
実
り
多
き
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

結
び
に
、
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
各

地
域
で
「
町
民
の
生
の
声
」
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
要
望
や
意
見
、
質
問

等
に
対
し
て
は
そ
の
場
で
答
え
ら
れ
る
こ

と
は
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
が
、
即
答
で

き
な
か
っ
た
事
項
に
関
し
て
は
文
書
に
よ

り
後
日
回
覧
致
し
ま
す
。

そ
の
中
で
町
民
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
関

心
を
持
た
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
共
通

意
見
と
し
て
お
聞
き
し
た
の
は
、
上
島
町

の
議
員
定
数
と
選
挙
区
の
こ
と
で
し
た
。

「
町
長
は
議
員
の
定
数
を
減
ら
す
義
務
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
４
つ
の
選
挙
区
制

維
持
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
上
島
町
が
一

つ
に
は
な
ら
ず
約
束
違
反
で
は
な
い
か
」

と
い
う
内
容
で
す
。

こ
の
件
は
議
会
側
が
配
慮
す
る
こ
と
で

あ
る
の
で
答
弁
に
困
り
ま
し
た
が
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
趣
旨
は
「
今
後
の
上
島

町
行
財
政
運
営
に
反
映
す
る
」
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
私
の
義
務
と
し
て
上
島
町

民
の
声
を
こ
の
場
で
お
伝
え
し
ま
す
。

合
併
時
に
選
挙
区
制
を
設
け
て
い
た
西
予

市
は
、
来
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
合
併
協
定
書
の
約
束
通
り
選
挙
区
制
を

廃
止
す
る
条
例
を
可
決
し
、
西
条
市
は
議
会

行
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
選
挙

区
制
の
廃
止
と
定
数
の
削
減
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
選
挙
区
制
は
地
方
自
治
法
あ
る
い

は
公
職
選
挙
法
上
も
適
切
で
は
な
く
、
合
併

当
初
の
選
挙
区
制
設
置
の
目
的
は
す
で
に
果

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
先

輩
方
が
汗
を
流
し
苦
労
の
末
に
調
印
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
合
併
協
定
書
を
遵
守
す
る
義
務
が

議
会
側
に
も
あ
り
ま
す
。
合
併
協
定
書
を
守

ら
な
く
て
も
法
律
上
問
題
な
い
と
い
う
考
え

方
は
、
常
識
の
積
み
重
ね
で
あ
る
法
律
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
否
定
し
、
非
常
識
を
肯

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
区
制
を
今
ま
で
通
り
に
維
持
す
る

と
い
う
根
拠
が
「
町
民
の
意
思
を
広
く
吸

い
上
げ
る
」
こ
と
で
あ
る
の
な
ら
、
今
後

議
会
自
ら
が
直
接
町
民
の
声
を
聞
く
機
会

を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
町
村
合
併
の
意

義
と
民
意
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
町
民
を

代
表
す
る
町
長
と
し
て
、
議
会
側
に
「
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
か
ら
の
問
い
か
け
に

対
し
、
誠
意
あ
る
回
答
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
上
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
勧
告
に
伴
い
扶
養
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
給
料
表
に
つ
い
て
国
に
準
じ
た

見
直
し
を
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
を

図
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

分
担
金
徴
収
に
か
か
る
利
率
等
を
改
定

す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
20
年
４
月
１
日
の
弓
削
中
学
校
と

生
名
中
学
校
の
学
校
統
合
に
伴
い
、
関
係

規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
19
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
８
会
計
）
補
正
予
算
《
全
９
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】

１
億
１
３
７
０
万
円

【
総
　
額
】
７
４
億
４
５
８
０
万
円

■
特
別
会
計
（
８
会
計
）

条

例

議

案

補
正
予
算
議
案

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

100万円

11億9540万円

270万円

6460万円

3000万円

6億4800万円

430万円

8320万円

国民健康
保　　険

国　　保
診 療 所

公　　共
下 水 道

ＣＡＴＶ

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額
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―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

町
道
の
交
通
網
整
備
上
必
要
が
生
じ
た

も
の
。 そ

の

他

議

案

10万円

6億1340万円

90万円

6710万円

3100万円

2億5230万円

400万円

2億3170万円

介護保険

介　　護
サービス

船　　舶

特別養護
老人ホーム

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

路線
番号

503

路線名

明神
海岸線

起　　点

上島町弓削明神
310番１地先

終　　点

上島町弓削下弓削
1029番地先

631
岳ノ下
11号線

上島町弓削下弓削
121番１地先

上島町弓削下弓削
118番地先

93
恵生
５号線

上島町生名3789番 上島町生名3789番

■
上
島
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

県
道
横
浜
生
名
線
の
改
築
（
バ
イ
パ
ス
）

工
事
に
伴
い
生
じ
る
旧
道
部
分
が
上
島
町

に
移
管
さ
れ
る
た
め
、
町
道
と
し
て
認
定

を
行
う
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
可
　
　
決
―

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
生
名
６
４
６
番
地

【
氏
名
】
田
中
　
基
賀

【
生
年
月
日
】
昭
和
13
年
12
月
10
日

【
住
所
】

上
島
町
魚
島
１
番
耕
地
１
４
８
番
地
２

【
氏
名
】
横
井
　
義
弘

【
生
年
月
日
】
昭
和
19
年
７
月
18
日

―
適
　
　
任
―

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

―
撤
　
　
回
―

■
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
は
じ
め

年
金
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請
願

―
不

採

択
―

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
中
止
・

撤
回
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

―
不

採

択
―

路　線
番　号

路線名

起　点

終　点

重要な
経過地

109

久保の谷前
新開線

上島町生名
794番1地先

上島町生名
638番地先

新しい民生児童委員が決まりました！
上島町の新たな民生児童委員として、次の29名（うち主任児童委員3名）の方々が厚生労働大臣から委嘱さ

れました。任期は平成19年12月1日から平成22年11月30日までの3年間となっています。

地区 民生児童委員 担　当　地　区

弓削

生名

笹田　朔二
田房　早苗
岡　　文子
八原　敬子
西部　和枝
梅林　勇蔵
中　　美幸
森本　恵子
加登まゆみ
田中加代子
光法　　健
池本　安子
宮本　幸生
山本　昊志
村上美佐子
津國　秀秋
村上　嘉子
森本　和惠
村上優美子

久司浦・沢津
上弓削
緑ヶ丘
引野・明神
岳ノ下・豊島
中都
浜都・日比・狩尾・大谷
太田・土生・鎌田
佐島（１・３・４・５・６組）
佐島（２・７・８・９組）
主任児童委員（弓削地区全域）
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
第４分団
第５分団
第６分団
主任児童委員（生名地区全域）

地区 民生児童委員 担　当　地　区

岩城

魚島

加納　清二
金本　鎮雄
百瀬　嘉子
井上　　尚
春元　達雄
佐伯　祥子
村上　良一
澤田　明美
森山　月美
穴蔵ヒサエ

海原・船越
東
西
高原・大谷・新地
谷・浜
西部・赤石
小漕・長江
主任児童委員（岩城地区全域）
因幡・春日・東・新川・西
えびす・井ノ浦・大木・高井神

民生児童委員の活動
民生児童委員は、地域に密着して活動し、高齢の人や障害の

ある人、生活に困っている人、子育て中の親子などの相談を受
け、必要に応じて、福祉制度の紹介や助言、援助を行います。
主任児童委員の活動
児童に関る問題を担当し、児童虐待や子育ての悩みの相談

をお受けしています。学校や児童相談所と連携して、児童が
健全に育つ環境づくりのために活動し、区域担当の民生児童
委員と連携をとりながら、様々な啓発や子育て支援のために
活動します。

―
可
　
　
決
―




